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1～2……地域を見守る―　民生委員・児童委員、主任児童委員
3……住宅防火対策の“切り札”住宅用火災警報器
4……6月の相談、まちづくり仕掛け人
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　民生委員・児童委員になって 23 年目。
豊後町・木屋町の約210世帯を担当。そのうちひとり暮らしの高齢者や支援が必要
な人などが34人おり、見守り支援を行っています。　
　また、名張地区民生委員児童委員協議会の会長であり、名張市民生委員児童委員協
議会連合会の副会長としても活躍されています。

福山 悦子さんプロフィール

広げよう　地域に根ざした　思いやり　

２
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③高齢者サロン「よってだぁーこ 3号店」
の皆さんでお花見ツアー

④配食サービス「ぷちとまと」で、配食しな
がら高齢者の安否確認

①高齢者サロン「よってだぁーこ 3号店」で、
まちの保健室の職員さんと簡単な体操

②民生委員・児童委員協議会の七夕イベント
に向けて、笹飾りの準備

民
生
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童
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員

■ 5月 12日月～ 18日日は「民生委員・児童委員 活動強化週間」です。民生委員・児童委員は、厚生労働大臣から委嘱を受け、社会奉仕の精神をもって地域福
祉活動を無報酬で行っています。
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あなたの地区の民生委員・児童委員、主任児童委員を知りたいとき
は、健康福祉政策室 ( 63‐7579) へお問い合わせください。

● 民生委員・児童委員や主任児童委員にお気軽にご相談ください！

高齢者や障害者、子育て世代など
地域の皆さんの相談に応じ、行政や
関係機関とのパイプ役になるなど問
題解決へのお手伝いをする民生委員・
児童委員は、市内に 182人（主任児
童委員 16人を含む）います。
ちょっとした悩み事や、生活全般
における疑問、ご近所に住む人のこ
とでの心配事など、お気軽にご相談

ください。
なお、民生委員・児童委員は、法
律により相談内容などの秘密を守る
義務がありますので安心してご相談
ください。また、社会福祉の制度や
サービスなどについても分かりやす
く説明したり、専門機関による対応
につなげたりします。

広げよう 地域に根ざした 思いやり　　　　　　　　
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●子どものいじめや不登校が心配なとき
●子育てに役立つ情報をもっと知りたいとき

子ども

●悪質商法かもしれないと思ったとき
●経済的に生活が苦しく困っているとき

生活全般

●家族の介護のことで悩んでいるとき
●外出する機会がなく家で一人さみしく過ごしているとき

高齢者

例えば、こんなときに・・・

名張地区 主任児童委員名張地区 主任児童委員
竹原 サヨ子竹原 サヨ子さんさん

ファミリーサポート事業
「援助会員研修会」参加者募集

日時　5月30日金、6月2日月、8日日、9日月 午前9時～午後5時
※4回連続講座。終了時間は研修内容により異なります。

場所　こども支援センターかがやき（桔梗が丘西 3）
　※5月 30日金のみ市役所 3階 303・304 会議室（鴻之台 1）
対象　市内在住で次の支援が可能な人
　▼保育施設や学校などからの送迎　▼急な用事のときの一時預かり
▼病気の回復期の子どもを預かる　など

定員　30 人（先着順）　
◎参加無料。テキスト購入希望者は 2,500 円。託児あり（6ヵ月～
就園前の子ども）

申込　5月 13日火から 24日土までに（日・月曜日を除く）、電話ま
たはファクスで住所、氏名、電話番号、生年月日を問い合わせ先へ

※託児希望の人は子どもの名前、性別、生年月日もお伝えください。
※この研修は、家庭的保育基礎研修を兼ねます。

 こども支援センターかがやき　  67‐0250　  66‐5650

２

３

６

７

支援

謝金支払

支援依頼

承諾

事前打合せ５

支援申込

４
連絡

依頼会員 援助会員

１

サポートセンター

　育児の援助を受けたい人（依頼会員）と、育児の援助をしたい人（援助会員）が、
ファミリー・サポート・センターの会員になって子育てを助け合う会員組織です。
　子どもを預かってもらいたい場合、「かがやき」内にあるセンターへ申し込むと、
できる限り条件にあった会員が紹介され、お互いに連絡を取り合う仕組みです。 

「マーヤにこにこ広場」（妙典寺会館 /元町）
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　6年間育てた息子は、病院で取り違えられた
他人の子だった。家族に起きた＜事件＞を通
して、その愛と絆を描いた衝撃の感動作。出
演は、福山雅治、リリー・フランキーほか

日時　6月22日日 午後1時開場
　　　午後1時30分～3時35分
場所　総合福祉センターふれあい（丸之内）
◎上映後、映画についての座談会を開催
◎入場無料。5月15日木以降、男女共同参画セ
ンター（希央台5）、市役所４階人権・男女
共同参画推進室で整理券を配布（定員200
人）。

◎託児あり（3ヵ月～未就学児／先着10人程
度／6月6日金までに問い合わせ先へお申し
込みください）。

 男女共同参画センター　  63‐5336
　 人権・男女共同参画推進室　  63‐7559

  男女共同参画連携映画祭2014
「そして父になる」を上映

ベートーベンの「第九」を一緒
に歌ってみませんか

　12月14日日に開催する市民コンサート「第九」
で一緒に歌いませんか。まずは、無料体験会にご
参加ください。
日時　5月24日土 午後7時30分～9時30分 
場所　名張公民館　　◎参加無料

 名張第九を歌う会（中野）　  63‐4783

　軽自動車やバイクなどは、廃車や名義変更
の手続きをしないと課税され続けます。ま
た、所有者が転出・死亡した場合、住所や名
義変更などの手続きが必要です。
◎4月2日以降に手続きさ
れても、税金の払い戻
しや月割りなどはでき
ません。

 課税室　  63‐7429

軽自動車税の納期限は6/2
軽自動車税のお知らせ

減免対象　障害者が所有するバイクや軽自動
車（障害者が18歳未満、または、精神・知的
障害者については、家族が所有するもの）
で、一定の要件に該当するもの

申請期間　軽自動車税納税通知書が届いてか
ら5月26日月まで

申請場所　市役所1階 課税室（13番窓口）
持ち物　▼印鑑　▼軽自動車税納税通知書
　▼身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保
健福祉手帳、戦傷病者手帳のうちいずれか　
▼車両検査証　▼運転する人の運転免許証　
▼使用目的の証明書（家族運転の場合）

▼みえ森と緑の県民税　災害に強い森林づくり
と、県民全体で森林を支える社会づくりを進
めるため、県民税の均等割額（1,000円）が
引き上げられます。

◎5年ごとに税額などの見直しを行います。

26 年度個人住民税（市・県民税）
の主な税制改正

▼復興増税　各地方公共団体が実施する防災
施策の財源を確保するため、個人住民税
（市・県民税）の均等割額（市民税500円、
県民税500円の合計1,000円）が引き上げら
れます。

実施期間　平成26年度～平成35年度（10年間）

市民税均等割額
県民税均等割額

合計額

これまでの額26年度からの額
3,000円
1,000円
4,000円

3,500円
2,500円
6,000円

▼給与所得控除の上限設定　給与収入金額が
1,500万円を超える場合の給与所得控除額に
ついて、245万円の上限が設けられました。

■ 均等割の改正

■ 給与所得控除の改正

Ｃ2013「そして父になる」製作委員会

住宅防火対策の“切り札”！

住宅用火災警報器
　就寝中や仕切られた部屋などで物事に集中していると、火災
に気づくのが遅れることがあります。
　そこで、家庭内での火災の発生をいち早くキャッチし、知
らせてくれるのが、住宅用火災警報器です。
　住宅用火災警報器は、煙を感知し、音や音声により警報を
発して火災の発生を知らせてくれる機器です。現在法律で全
ての住宅への設置が義務付けられています。かけがえのない
命と財産を守るため、必ず設置してください。

 消防本部予防室  　  63‐1412

　全ての寝室と、寝室が２階以上にある場
合は、避難経路となる階段に「煙感知式」
の住宅用火災警報器を設置してください。
※設置が義務付けされているのは「煙感知
式」のものです。なお、「熱感知式」のも
のは台所への設置をお勧めします。

どこに取り付ければいいの？

煙 煙

煙

煙

熱 熱

2F
階段 寝室 煙感知式

熱感知式寝室

居室

台所1F

Aさんは、起床後温風ヒーターを作動させま
したが、しばらくして、温風ヒーターの吹

き出し口近くにあった毛布が焦げていることに
気付き、台所の水道で消火し、大丈夫と思い室
内に毛布を放置したまま外出しました。

その後、毛布は再燃し煙が発生。幸い、隣住
民が、住宅用火災警報器の警報音と煙に気

づき 119 番通報をしたおかげで、大きな被害に
はいたりませんでした。

住宅用火災警報器は、大切な人を守りま
す。設置がまだのご家庭は、設置しましょ

う！！

（一戸建て 1人暮らし　Aさん宅事例）

　

“付けてよかった住宅用火災警報器”

「モンキードッグ倶楽部記念講演」
を開催

日時日時　　55月月2020日日火火 午後 午後22時～時～
　　　（受付 午後　　　（受付 午後11時時3030分～）分～）
場所場所　　防災センター（鴻之台防災センター（鴻之台11））
内容内容　　モンキードッグ活動による野生サル追いモンキードッグ活動による野生サル追い
払いの成果と課題払いの成果と課題

講師　山口 薫さん（東京大学大学院）
定員定員　100人　※当日先着順
◎参加無料。申込不要。詳しくは問い合わせ先へ

 農林資源室　  63‐7625

平成26年度「育成園まつり」
を開催

日時日時　　55月18日月18日日日 午前10時～午後3時 午前10時～午後3時
場所場所　　名張育成園（美旗中村）名張育成園（美旗中村）
内容内容　　太鼓演奏、吹奏楽、ジャグリング、歌／ダ太鼓演奏、吹奏楽、ジャグリング、歌／ダ
ンス、ヒーローショー、模擬店・作品展示などンス、ヒーローショー、模擬店・作品展示など

 育成園まつり実行委員会（中森）
　  65‐0271

　ボタンやひもを引いて作動確認（月1回）
をしてください。汚れたときは、家庭用中性洗
剤を浸し十分絞った布でふき取ってください。

 課税室　  63‐7429

 県税収確保課（仕組みに関すること）
　  059‐224‐2128
　 県みどり共生推進課（使い道に関すること）
 059‐224‐2513

 課税室　  63‐7429

■ 障害者の減免制度をご存知ですか？

■ 廃車や名義・住所変更など忘れていませんか？

日ごろの定期的な作動

4‐4号掲載「市のがん検診が変わります！」について　▼自分の健康、家族の健康を守るために検診を受ける大切さが伝わった。　▼私自身は会社勤めで、
毎年検診がありますが、妻は専業主婦でなかなか受ける機会がありません。来年は妻と一緒に検診を受けようと思います。

読者の声
広報メールサポーターから…
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平日限定ランチも
好評営業中!!
桔梗が丘ヴェルージュ
〒518-0621
名張市桔梗が丘1-1-3
TEL 0595-67-1122

只今ご予約受付中

少人数
の家族婚から

本格披露宴まで

　2014年（平成 26年）5月 11日日　4

蔵持地区まちづくり委員会

115地域5地域

15 の地域づくり組織で積極的にまちづくりに
取り組む皆さんをリレー形式でご紹介します。

極的 まちづ

仕
づづ

掛 け人
しかけにんしかけにん

 地域経営室   63‐7484

まちづくりまちづくり
12VOL

前
まえかわ

川 尚
しょうぞう

三さん

　不用な図書資料の整理などを行うため、図書館を休館します。図書の
返却は、正面玄関横の返却ポストをご利用くだ
さい。
◎5月19日月、5月26日月は通常休館日です。

 図書館　  63‐3260

5月20日火～5月25日日は
図書館を休館します

6月の相談 記載の電話番号は、問い合わせ先です。
開催場所(    )の連絡先とは限りません。

弁護士相談〔6月13日金午前10時～午後4時〕 　　　　　　　　　　　　　
─────────────────────
交通事故相談〔6月6日金 ・19日木 午後1時～3時〕
──────────────────────────────────
行政相談  〔6月19日木 午後1時～3時〕
─────────────────────────────────
司法書士相談〔6月20日金 午後1時～4時〕
────────────────────────                          
市民・多重債務相談 ※申込不要〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕　   　　　
───────────────────────────────────
           　〔6月3日火 午前10時～午後3時〕
               ─────────────────
                〔6月17日火 午後1時30分～4時〕　
───────────────────────────────────
介護相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕     地域包括支援センター  63‐7833
　　　　　◎各地域の「まちの保健室」でも相談を実施。詳しくは地域包括支援センターへ
───────────────────────────────────
障害者福祉相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕  地域包括支援センター  63‐7833
───────────────────────────────────
年金相談〔6月10日火・24日火 午前10時～午後2時45分〕     アスピア  059‐228‐9120
───────────────────────────────────
女性弁護士法律相談 ※要予約〔6月6日金 午前10時～正午  午後1時～3時〕
──────────────────────────────　　　　　
　   　　　　〔第1・3週  木・金・土曜日 午後2時～7時〕
女性相談　───────────────────
　　　　　　〔第2・4週  水・木・金曜日 午後2時～7時〕
───────────────────────────────
男性のための相談 〔6月12日木 午後7時～9時〕　
──────────────────────
メンタルヘルス相談  ※要予約〔6月19日木午前10時～正午・6月24日火午後1時～5時〕
───────────────────────────────────
若者就職相談（いが若者サポートステーション）〔平日 午前10時～午後4時〕　　所  アスピア  050‐3368‐0357
───────────────────────────────────
職業相談（ハローワークプラザ名張）〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕所 ふれあい  63‐0900
───────────────────────────────────
就農相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕※要予約
───────────────────────────────────
女性相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕※DV相談
───────────────────────────────────
家庭児童相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕
───────────────────────────────────
育児相談〔火～土曜日 午前9時30分～午後5時（日・月曜日、祝日は休館）〕
　　　　　　こども支援センターかがやき（桔梗が丘西3） 　67‐0250
───────────────────────────────────
母子家庭相談〔平日（水曜以外） 午前10時～午後5時〕　　　子ども家庭室  63‐7594───────────────────────────────────
子ども相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕　ふれあい相談室  63‐3118───────────────────────────────────
不登校相談〔平日 午前8時30分～午後5時〕　適応指導教室(百合が丘西）  63‐7830───────────────────────────────────
教育よろず相談〔月～土曜日 午前9時～午後5時〕    教育センター(百合が丘西）  64‐8801
───────────────────────────────────
青少年悩み相談〔平日 午前9時～午後5時〕　　青少年補導センター(百合が丘西）  63‐7867───────────────────────────────────
子どもの発達相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕　子ども発達支援センター  62‐1088───────────────────────────────────
乳幼児健康相談〔6月4日水 午前9時30分～11時受付〕　                                          保健センター  63‐6970───────────────────────────────────
食生活・健康相談〔6月3日火 午前9時～11時〕※要予約     健康支援室  63‐6970───────────────────────────────────
こころの健康相談〔6月25日水午後2時～4時〕　※要予約    伊賀保健所 24‐8076───────────────────────────────────
がん・難病相談〔6月21日土 午後1時～4時〕　　　               勤労者福祉会館   63‐5515───────────────────────────────────
在宅医療相談〔平日午前9時～午後5時〕　　　        在宅医療支援センター  48‐7840

     男女共同参画センター
     63‐5336

　ふれあい相談室 63‐2517

  農業支援センター 63‐7625 

　ふれあい相談室 63‐2515

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

     人権センター  63‐7909
人権相談

所

申込受付は、5月20日火
 午前8時30分から。先着順

総合窓口センター
 63‐7416

所

広告を募集中です

　　「広報なばり」に広告を掲載しませんか。
毎号約36,000部発行。市内の各世帯にお届けしています。

　　　　広告掲載について詳しくは、広報対話室
　（ 63‐7402）へお問い合わせください。

広告料　25,000円／回（結合枠50,000円）※税込み　※税込み　
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想
を
小
さ
く
始
め

　

ま
ず
は
、
こ
の
構
想
を
小
さ
く
始
め

て
大
き
く
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

て
大
き
く
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
資
源
を
最
大

い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
資
源
を
最
大

限
生
か
し
な
が
ら
、
蔵
持
の
魅
力
を
発

限
生
か
し
な
が
ら
、
蔵
持
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
き
ま
す
。

信
し
て
い
き
ま
す
。

    

地
域
資
源
を
活
用
し
た

地
域
資
源
を
活
用
し
た

    

「
ミ
ニ
道
の
駅
」
構
想
へ

「
ミ
ニ
道
の
駅
」
構
想
へ

簡易ポンプを備えた簡易ポンプを備えた
防災井戸防災井戸

    

災
害
時
に
、
誰
も
が
使
え
る

災
害
時
に
、
誰
も
が
使
え
る

    

防
災
井
戸
を
設
置

防
災
井
戸
を
設
置

※
5
月
の「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」の
開
催
日
が
変
更
に

　

な
り
ま
し
た
。　

日
時　

5
月
28
日
水 

午
後
2
時
〜
4
時

「市長の所得等報告書」などを公開します
　「名張市長の資産等の公開に関する条例」に基づき、所得等報告書、関
連会社等報告書を市役所1階総合窓口センターと市ホームページで公開し
ます。なお、各報告書の記載内容は、平成25年12月末現在のものです。
公開日　5月16日金以降、平日午前8時30分～午後 5時 15分

 総合窓口センター　  63‐7416
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